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   Altogether, 92 patients were diagnosed as having genitourinary tuberculosis, and were 
treated at our clinic from 1972 to 1981. These patients form the basis for our statistical study. 

   The incidence of genitourinary tuberculosis among our new outpatients showed a tendency 
to decrease and was less than 0.4% during the last five years. The mean age of the 

genitourinary tuberculosis patients was 42.8, rather higher than ten years ago. Of these, 
41% had a history of tuberculosis and 54% chiefly complained of bladder-related symptoms. 

 Tubercle bacilli were detected in 87% of the patients. About 45% of the patients with urinary 
tuberculosis underwent nephrectomy, which was indicated principally in cases of non-func-
tioning kidneys and severe hydronephrosis. A combination of PAS, INH, and RFP was 
used most often and was administered in 58 cases. Used second most often was a combina-
tion of SM, PAS, and INH (administered in 46 cases). 

Key words: Genitourinary tract tuberculosis, Clinical observation

緒 言

近年,優 秀な化学療法剤の出現,保 健衛生の普及な

どにより,泌 尿器科領域での結核患者の発生数は減少

してきた.そ のいっぽ う,成 書に記載されているよう

な典型的な所見を呈している患者に出会 うことも,ま

れになってきている.わ れわれはその実態を少しでも

把握すべく,最 近10年 間当科にて,尿 路性器結核と診

断された症例に関して,臨 床像,治 療法などを中心に

観察したので報告する,

対 象

1972年 ～1981年 の間に当科外来を受診 した新患患者

のうち,尿 あるいは精液中からの結核菌の検出,な い

しは病理組織学的検査によって結核と診断された症例,

および既往歴ならびに現病歴,レ ントゲン所見か ら結

核と診断された症例は92例 であった.こ れらにつき臨

床的傾向を検討した.

結 果

1年 度別新患数と総新患数に対する割合

年度別新患数では(Fig.1),1973年 に20名 と最多

を記録してお り,つ いで1976年 の16名 で,そ れ以降は

毎年10名 未満であ り,総 新患数に対する割合 も似たよ

うな傾向を示した.1976年 に0.75%で あ ったがそれ以

降は,毎 年0.4%未 満であった.

結核患者の性別新患数 では(Fig.2),男 女比は1

対0,96で あ り,各 年代別に見ても50歳 代を除いて同じ

ような比率である.そ して男女とも40歳 代にもっとも

多く発見されていた.し かし,男 子の精路に限局 した

結核症例を除いて,尿 路結核のある症例のみについて

見ると,そ の男女比は1対1.15に 逆転した.な お,10

年間を前期後期の5年 で2分 して,そ れぞれの期間に

おける新患症例の年齢の平均をとってみても,前 半5
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Fig.1.尿 路性 器 結 核 新 患 数 と総 新患 数 に 対 す る割 合
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Fig.2.患 者 の年 齢 と性 別

3前 医の有無とその診断名(Table2)

当科受診の前にほかの診療機関を訪れたかいなか,

また訪れたときのその前医の診断名について調べた.

全体の75%に あたる68例 に前医があり,う ち36例 が慢

Table2.前 医の有無 とその診断名

前医の有無と診断 例数

無し

膀胱炎

腎孟腎炎

前立腺炎

副睾丸炎

尿路結石

尿路結核

その他

24

36

15

4

2

3

3

5

年間では41.9歳 であるのに対 し,後 半5年 間では45.0

歳 であ り有意差はなかった.

2結 核性既往症(Table1)

既往歴で結核性病変のある者は38例 お り全体の41%

を占め,内 訳では,肺 結核ないしは胸膜炎が一番多 く

30例 を数え,そ のほか頚部 リンパ節炎4例,骨 関節結

核3例 などであった.

Table1.結 核性既往疾患の有無と疾患名

性膀胱炎,15例 が腎孟腎炎,4例 が前立腺炎などとし

て治療されており,尿 路性器結核として扱われたのは

3例 にすぎなかった.

4症 状(Table3)

膀胱刺激症状が50例 と最多で全体の54%で あ り,つ

いで尿の異常20例,腎 部痛14例,陰 嚢腫脹7例 などで

Table3.主 訴 に つ い て

おもな症状 例数

結核の既往 例数

無し

肺 ・胸膜病変

頚部リンパ節炎

骨 ・関節結核

腹膜炎

その他

54

30

4

3

2

3

膀胱症状

尿の異常

腎部痛

陰嚢腫脹

尿閉

発熱

その他

50

20

14

7

3

2

4

Table4.膀 胱 鏡所 見

膀胱鏡所見 例数

定型的

非定型的

正常

16

30

6

計 52
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あり,尿 の異常20例 のうち血尿が16例 と意外に多 く見

られた.

5膀 胱鏡所見(Table4)

治療前に膀胱鏡検査をおこなった症例は52例 あ り,

いわゆる定型的な膀胱結核性病変を認めた者は16例31

%e,浮 腫 ・発赤などの非定型的所見を認めた者は30例

58%で あった.

6結 核菌検出率(Table5)

尿,精 液,あ るいは摘除組織中からの結核菌の検出

については,塗 抹のみ陽性8例,培 養のみ陽性30例,

両者とも陽性42例 であり,合 計87%に 結 核菌が証明さ

れた.ほ とんどの検体が尿であるが,培 養のみ陽性30

例のうち検体が精液のものと,摘 除腎の内容液である

ものがそれぞれ1例 ずつあった.塗 抹,培 養ともに陰
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%の8例 であ り,う ち副肇丸結核が5例 を占めた.尿

路と性器との合併例は16%の15例 であ り,腎 ・副睾丸

6例,腎 ・前立腺4例 などであった.

8治 療前の排泄性尿路造影所見(Table8)

堀内 らの分類(Table7)に 準 じ,92例 より性器結

核のみの愚者8例 を除いた84例102腎(両 腎結核18例

を含む)の 造影所見を,分 類 してみた。Nが0,Ca

が15腎,Cbが19腎,Hが30腎,Paが10腎,Pbが

5腎,Eが23腎 であった.

Table7.堀 内 らの分 類

Table5.結 核 菌 検 出 状 況

塗抹 培養 例数

分類 定義

N
腎孟像に変化のない症例,腎 尿に

結核菌陽性

C

a

b

e

㊥

e
㊥

G)

e

㊦

①

12

8

30

42

1～2個 の小腎杯の限局性 結核性 変

化 およびその疑いあ り,尿 中結核

菌陽性

3個 以 上の小腎杯の限局性 の結核

性 変化 を認め る(小 腎杯 の閉塞 例

を含む)

H

総 計 92

腎孟一尿管移行部,あ るいは尿管

に狭 窄 あり,水 腎 ・水尿 管 を認め

るも の

性であった症例の大部分は,摘 除腎の病理診断により

結核と診断された。

7罹 患部位(Table6)

尿路だけに病変の認められたものが多く全体の75%

であ り,そ の内訳は腎35例,腎 ・尿管12例,腎 ・尿管

・膀胱9例 ,腎 ・膀胱12例,腎 ・尿道1例 であり,そ れ

ぞれの組み合わせのなかで1!6～2/6が 両側性の病変

を持っていた.性 器だけに病変の認め られたものは9

a大 腎杯 に狭窄 あるも,閉 塞 のない

症例(腎 孟像 の変形 あり)
P
bで ～2個 の大腎杯の閉塞 ある例(限

局性空 洞 などの閉塞例)

E

以上の変化 が さらに高度の症例

(初診時 にほ とん ど閉塞 している

例,漆 喰 腎,膿 腎症な ど)

Table6.罹 患部位.()内 の数は,そ

れぞれの例数のうち,上 部尿路

につき両側性のものを示す

Table8.治 療 前 の分 類

分類 腎の数

罹 患 部 位 例数

腎

尿 腎 ・尿 管

腎 ・尿 管 ・膀胱

路 腎 ・膀胱

腎 ・尿道

35(9)

12(2)

9(3)

12(2)

1

性 副睾丸
器 その他

N

Ca

Cb

H

Pa

Pb

E

0

15

19

30

10

5

23

計 102

5

3

合 腎 ・副睾 丸
併 腎 ・前立 腺
例 その他

6(2)

4(1)

5(1)

総 計 92(20)

9治 療

尿路結核の場合片腎性であるか両腎性であるかによ

って,治 療方針が異ってくる場合がある.そ こでまず,

ほぼ全治療経過を追跡できた片腎性結核52症 例の治療

にっいて,治 療前造影所見別に分類 してみた(Table

9).Ca,Cb群 ではまったく手術はお こなわれずに

化学療法のみで治療されたが,E群 ではすべて腎摘除
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分類 腎摘施行 化学療法のみ 計

N

Ca

Cb

H

Pa

Pb

E

0

0

0

8

3

3

14

0

3

7

10

3

1

0

0

3

ア

18

6

4

14

計 28 24 52

Tab正e10,両 腎結 核 の治 療

側腎の病変度などに よって,治 療が左右されることが

わかる.

治療 両腎の分類 例数

尿路変更 ・腎摘H・H
十H ・E化学療法

1

2
3

腎摘

十

化学療法

H・Ca

H・Cb

E・Ca

E・Cb

E・Pb

2

1

2

1

1 7

結局,手 術はのべ53件 おこなってお り,腎 摘除術が

最多で尿路結核84名 に対 し38件45%に 施行されていた

(TableI1).化 学療法にっいては,92例 中諸般の事

情で他院で 治療を受けた5例 を除いた87例 に対して

Table12の ごとく施行した.初 回投与薬剤のなかで

は,SM・PAS・INHの 組み合わせが最多で42例 あ

り,2回 目の投与薬剤ではPAS・INH・RFPの 組み

合わせが多くなり31例,3回 目の投与薬剤ではPAS・

INH・EBが9例 と最多となっていた.な お,使 用し

た薬剤組み合わせののべ数では,PAS・INH・RFP

が58例 と最多で,つ いでSM・PAS・INHの46例

となった.

化学療法のみ Oa・Ca

Ga・Cb

Gb・Cb

H・Cb

H・H

考 察

1

1

2

1

1 6

合 計 16

Table11.施 行 手術

手術名 件数

腎摘除術38

副睾丸摘除術6

尿路変更術3

膀胱拡大術1

尿管膀胱新吻合術1

腎尿管摘除術3

除睾術1

計 53

TableI2,化 学 療 法

使 用 した 例 数

薬剤組合わせ 2回めの3回 めの 計初回治療に
治療に 治療に

SM・PAS・INH42

PAS・INH・RFP20

PAS・INH・EBg

PAS・INH5

その 他11

4

31

10

7

16

0

7

9

7

11

46

58

28

19

38

術がおこなわれた.両 腎結核18例 中ほぼ治療経過を迫

跡できた症例は16例 であ り,そ れらの治療はTable

IOに 示 した.H群 の腎はそれ自体の機能の良否や対

1950年 代まで,泌 尿器科外来患者に占める尿路結核

患者の割合は10%内 外であったが,近 年その発生頻度

は顕著に低下 し1%未 満,と くに最近10年 間の統計で

は,0.5%未 満 という報告1)も 見られている.こ れは

著者の後半5年 間の結果 とも一致 している.

初発年齢では40歳 代に ピークが見 られ,最 近の諸家

の統計1'"3)と同様である.ち なみ に10年 程以前の報告

では30歳 代にピークが認められてお り4・5),尿路結核

の発症年齢の上昇は紛れもない事実と考えられる.

結核性既往疾患は4i%に 認められ,34～49.3%oと 諸

家により幅があるが,著 者の結果は平均的なものと考

えられる.そ のうちの肺,胸 膜病変の占める割合が63

%で あったが,腎 結核の発症機転を考えればうなずけ

る値 と思われた.

化学療法出現以前は,泌 尿結核患者の60～90%が 膀

胱刺激症状を主訴にしてお り,最 近でもそれが主症状

であることに変わ りないが,そ の割合は低下してきて

お り,著 者は54%,福 島 ら5)は5生7%,朴 ら2)は42%,

仁平6)も58%と 報告している.膀 胱鏡所見についても,

化学療法出現以前に山田7)は97.1%に 定型的所見を認

めているのに対し,薯 者の31%を は じめとして深津ら

は44.8%,福 島 らは59.7%,大 川 らは40%,仁 平は33

%に 定型的所見あ り,と 報告 している。このことは,

保健衛生行政や教育の向上,お よび抗菌剤の発展など

に より,腎 結核から膀胱結核に進展する以前に,診 断

される症例が増えたためと思われる.ま た諸家の指摘

するごとく,血 尿を主訴に来院する症例が増えており,

1,2,4,8・9)著者 の結果でも全体の17%が これを主訴 とし

ていた.尿 路結核の症状の変遷には注意が必要である,

近年,結 核菌の検出率は低下してきたという報告 も
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多く,大 越9)もそ のような傾向を認めているが,著 者

は全体の87%に 検出しえた.繁 用されている化学療法

剤のなかには,結 核菌の増殖をも抑制するものもあり,

72.4%と やは り高い結核菌検出率を報告 した深津 らの

提唱するごとく,結 核菌培養検査の前には,一 切の化

学療法剤を一時的に中止することが大切であり,ま た

根気強 く何回も培養検査をおこな うことも重要である

と思われた.

罹患部位では,性 器のみの結核を除いた91%の 症例

すべてに腎の結核性病変が認められたが,尿 路結核が

腎結核より進展 していく原則を考えれば当然であり,

ほかの報告とも一致 していた,

排 泄性尿路造影法を用いた腎結核の病変度の分類法

は,諸 家によりいろいろ堤唱されて い るが,著 老は

堀内ら10)の分類を用いた,こ の分類によれば,治 療前

の造影所見よりおおよその治療方針を求めることがで

ぎる.自 験例102腎 では,ご く初期 と思われるN群 の

症例はなかったが,軽 度の病変であるCa群 より高

度の病変であるE群 まで,ほ ぼ均等に分散していた.

しかし,Lattimerの 分ta11)にあてはめてみると,過

半数の症例がGroupIVに 分類 され,他 家の報告と

同じような結果であった,い っぽうでは低進行度例の

比率が上昇してきたという報告もあ り,ち なみに仁平

は全体の1/4が,深 津らは22.6%が 虫食い像である初

期変化群であったといっている.

堀内らによると,彼 らの分類法のCa群 の100%,

Cb群 の76.4%が 化学療法のみで治癒を期待できたと

いい,E群 の96.1%が 腎摘除術の適応であったという.

それに対し,著 者のCa,Cb群 はすべて化学療法の

みで治療され,E群 は全例とも腎摘除術が施行され

た.同 じく著者のH,Pa,Pb群 の化学療法のみで治

癒した割合はそれぞれ,56%,50%,25%で あ った

が,堀 内らはH群 の35.7%,Pa群 の80.9%が 化学療

法のみで治癒可能であ り,Pb群 は腎摘除術なくして

治癒は望めない,と 記載している。すなわち,軽 症例

と重症例についてはほぼ治療成績が一致したが,中 間

の病変度の腎については異 っていた.こ れは,堀 内ら

の症例はほとんど一次抗結核剤で治療されていたのに

対し,そ の後大巾に有効な二次抗結核剤が出現したた

めかと思われる.

化学療法では,従 来 よりSM・PAS・INHの3者

併用が繁用されているが,朴 らはRFPがSMに と

って代わってきた傾向を認め,著 者 もRFP・PAS・

INHの 組み合わせが最多であった.Lattimerの よ

うに化学療法だけに頼 り,手 術をまった くおこなわな

いのは極端な例だが,本 邦においてもできるだけ腎を
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保存 しようという傾向にあ り,以 前は手術の対象とな

った閉鎖性空洞も長期の化学療法で治癒可能である,

という意見 もある12).化 学療法のみで治療しようとす

る場合,わ が国では2年 間を要す という人が多いが,

最初の3ヵ 月にRFP・INH・EBで 濃厚に治療をお

こない,そ の間に適切な手術を施行し,そ の後RFP

・INHの 投 与を続ければ,治 療期間は全体で9ヵ 月

を越えない,と い う報告13)もある.し かし,肺 結核加

療後10年 以上経て尿路結核が顕症化する症例が少なく

ないことを考えると,今 後10年 以上の経過を見て初め

て結論づけられるものと思われる.

結 語

1972年 よ り10年間に横浜市立大学医学部の泌尿器科

外来を受診した,尿 路性器結核の新患92症 例の検討を

おこなった.

尿路性器結核の新患数の総新患数に占める割合は減

少傾向であ り,後 半5年 間では0.4%未 満であった.

患者の平均年齢は42.8歳 であり,10年 以上以前の報告

に比べると高齢化を示 した.結 核性既往を有する者は

41%で あ り,全 体の54ヌ6に当たる患者が膀胱症状を主

訴に していた.結 核菌は87劣 の症例に証明された.腎

摘除術は尿路結核患者の45%に 施行されてお り,無 機

能腎と著明な水腎症が主たる対象となっていた.化 学

療法はPAS・INH・R.FPの 組 み合わせがもっとも

多く58例,つ いでSM・PAS・INHの46例 であった.
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